
Smile&Harmony
～明るい笑顔と調和～

　新年あけましておめでとうございます。

　日頃は病院運営にあたり格別なるご高配を賜り

厚くお礼申し上げます。

　広報誌24号の発行にあたり一言ご挨拶申し

上げます。

　現在では、インターネットを利用して情報収集する

のが当たり前の時代となっており、ホームページの

持つ重要性が大変高くなってきております。当院で

も以前からホームページを作成しておりましたが、

この度ホームページの内容を時代やニーズに即した

ものにすべく、全面的に改訂いたしました。ぜひ

一度ご覧になっていただきます様、お願いいたし

ます。

　さて、本年、当院は開設より50年の節目の年と

なります。病院の開業日である秋には、地域の皆様

を始めとして日頃よりお世話になっている関係者の

皆様に感謝を申し上げる場を設けたい思います。

　50年の歴史を背負いながら、日々病院運営に

邁進していきたいと考えておりますので皆様方に

は、今後ともご指導・ご鞭撻賜ります様、よろしく

お願い申し上げます。
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・いつも明るく患者様の満足を常に考え、 
医業に専念します。

・地域に働く人々及びその御家族の幸せを
第一に考え、信頼される調和のとれた病
院を目指します。

・同じロマンを持つスタッフが一丸となり
得られた成果を社会に還元し、医療の質
向上に努めます。

・個人としてその人格を尊重され、適切な医療
を平等に受ける権利があります。
・病名、病状、予後、検査と治療の内容と危険
性、薬の効果と副作用などについて十分に理
解できるまで説明を受ける権利があります。
・治療法など自らの意思で選択する権利があり
ます。
・個人の情報やプライバシーが守られる権利が
あります。
・これらの権利を守るため、患者様は医療従事
者と力を合わせて医療に参加、協力する責任
があります。

基本方針

患者様には以下の権利と責任があります。
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ヒルトン名古屋にて
忘年会を

行いました。
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病気の説明シリーズ

高 血 圧 1

Vol.24

　高血圧について2回にわたり説明していきます。
1回目は「血圧」について説明します。

（監修：院長　辻村　享）

　血圧を測定するとき、必ず2つの数値が記入
されているかと思います。なぜ、血圧は2つの値
を使用するのでしょうか？

　心臓は、常に収縮と拡張を繰り返すことで、全身
に血液を送り出しています。心臓が収縮して血液
を送り出すとき、血管の内圧は最も高くなり、反対
に心臓が拡張して血液を送り出さないときは、血管
の内圧は最も低くなります。
　このように、心臓の動きによって血管の内圧は常
に変動しているため、2つの数値のうち、最も高い
値を「収縮期血圧、または上の血圧」、最も低い値
を「拡張期血圧、または下の血圧」と呼び、測定を
行っています。

　様々な情報の取得にインターネットを利用される方が増えたため、皆様により多くの情報を
より分かりやすく知ってもらえるようホームページをリニューアルしました。
　スマートフォンを利用される方も増えたため、スクロールしやすい縦長のページ校正としま
した。
　またパソコン、スマートフォンのどちらでアクセスしているかを認識し、自動でそれぞれに
最適な表示を行う仕組みを取り入れました。どちらのデバイスを使用しても見やすいページと
なっています。
　利便性が向上したホームページを利用して皆様に有用な情報をより迅速かつ確実に提供
していきたいと思います。ぜひご活用下さい。

　血圧は、電子式血圧計の登場により、近年では
自宅でも簡単に測定できるようになりました。その
ため、たまたま測定してみたら血圧が高かったため
に、「私って高血圧だったんだ」と思ってしまう方も
いらっしゃいます。
　高血圧の定義として、「繰り返し測っても正常
より高い場合」を言います。一回の測定で高かった
から即高血圧と診断されることは、ほとんどありま
せん。高血圧というのは、「血圧が高い」という
一つの症状です。そのため、たまたま測った血圧の
値が正常値よりも高かった場合、「血圧が高い」と
は言えますが、「高血圧だ」とは言い切れません。
　次回は治療法について説明します。

血 圧 と は

高血圧と診断されるには

収縮期血圧と拡張期血圧

　血圧とは、「心臓から送り出された血液が、
動脈の内側を押す圧力」を指しています。私たち
が日常的に計測しているのは、体の中に張り巡ら
されている血管の中でも、大動脈など特に太い
血管の内圧を測定したものになります。
　血圧は、心臓の拍動数や収縮する力、循環して
いる血液の量など様々な因子が複雑に絡み合っ
ているため、「なにが原因で血圧が上がっている
のか」について特定できないことも多くありま
す。

お 知 ら せ

http://tsujimurageka-hp.com/

「明和会 辻村外科病院」
で検索して下さい。

2018年2月19日  ホームページを
リニューアルしました。


